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エンジニアリング・デザイン教育に関するレポート
JABEEでは、エンジニアリング・デザイン能力は技術者教育を特徴づける極めて重要な要素と位置付けている。この方針に従い、情報技術専修コースでは、ソフトウェア工学演習IV、機械電子制御工学演習IV、システム数理演習IV、システム創成演習IV、情報システム数理演習IV (以下、演習IV)をエンジニアリング・デザイン能力涵養のための重要な科目と考えている。演習IVの履修によるエンジニアリング・デザイン能力習得の達成度確認のために、以下のレポートを速やかに作成し、指導教員に提出すること。

以下の1～4の評価項目については、達成度(◎、○、△、×)を記入し、具体的な内容について簡潔に記述すること。

※シラバス，ならびに，情報技術専修コースの資料を適宜参照すること。

	1. デザイン能力に関して具体的な達成目標を設定したか。                      
	達成度
	◎

	　私たちのグループは、南山大学の情報提供システムPORTAの学生メニューの単位集計表の改善を目標とした。「単位集計表が見づらく、今の状態では単位の取り忘れが心配」という意見があり、その不便さを改善したいと考えたからである。具体的な目標として、対象者をソフトウェア工学科3年生に設定し、JABEE科目と教職科目を除く全単位で、取得状況を明確にするシステムを設計することとした。


	2. デザインあるいは問題解決策についての学習を行ったか。
	達成度
	◎

	　講義を通して、過去に先輩が行ったエンジニアリング・デザインを学び、デザインへの理解を深めた。また、マクロ作成するためのプログラミング言語であるVisual Basic for Aplications（VBA）について、インターネットを通じて学習した。単位集計表を改善するシステムを作成するために、Excelのマクロ機能を用いたので、このプログラミング言語を学んだ。


	3. 複合的で解が複数存在する課題に取り組んだか。
	達成度
	◎

	(1) 複数のアイデアを提案したか。

　マクロ機能を利用する解法と、クローム拡張機能を利用する解法の二つの提案をした。今回の課題では、計算を多く行う必要があったことから、マクロ機能を利用する解法を選択した。また、クローム拡張機能を利用するには、南山大学の貸与PCではGoogle Chromeのアプリケーションをインストールする必要がある。多くの利用者は、Google ChromeよりExcelの方が、馴染みがあると考えたため、マクロ機能を利用することにした。
(2) 大学で学ぶ複数の知識を応用したか。

　ソフトウェア工学基礎やソフトウェア開発技術Ⅰの講義で、要求定義などシステムの開発の流れ
を学んだことが、このエンジニアリング・デザインの演習で実践できたように思う。シミュレーションの講義で、マクロ機能を使った計算を行っていたので、そのとき学んだ基本的な操作を元に、さらに学習を行うことでシステムの作成を行えた。
(3) 自然や社会への影響(公衆の健康・安全、文化、経済、環境、倫理等)について考察したか。

   　実際に利用することを考えると、システムが素早く動作してくれる方が嬉しい。システムに不備があり、気づいた人に改善してもらおうと思うと、第三者にでもプログラムが読みやすい方がよい。そのため、システムを作成するにあたり、プログラムが冗長にならないよう注意した。必要のない記述を書かないようにしたり、綺麗なプログラムを作成したりするよう心掛けた。


	4. 具体的に取り組んだ問題について
	達成度
	○

	(1) 解決すべき課題の内容をよく考察したか。

　私たちのグループは、南山大学の情報提供システムPORTAの学生メニューの単位集計表の改善を解決すべき課題と設定している。具体的にどこが使いにくいと感じるか、実際に解決することは可能なのかなどをグループで話し合うことができた。「不足単位をもっと強調させたい」や、「分かりにくい科目名がある」といった意見を出し合うことができた。出し合った意見の中で、実際にシステムに反映できるのは何かを考えた。
(2) 制約条件を考慮したデザイン(あるいは解決策)となっているか。

　南山大学の学生のうち、単位集計表を利用するソフトウェア工学科3年生に対象者を限定した。この制約条件を考慮したシステムを作成することができた。今後、作成したシステムを応用することで、制約条件の対象外の人（システム数理学科3年生など）を対象としたシステムを作成できたらいいと思う。
(3) デザイン(あるいは解決策)の結果をわかりやすく掲示しているか。

　PowerPointを用いて、問題点・現状分析・対象者・解決策・今後の課題を分かりやすくまとめることができ、研究室の仲間にプレゼンテーションすることができた。プレゼンテーションを行う際、作成したシステムのマクロ機能を実践に行ったので、エンジニアリング・デザインの結果をより分かりやすく伝えることができたのではないかと思う。
(4) 専門分野の知識を研究活動へと応用したか。

　卒業論文に向けて、流体の研究を行っていくつもりでいる。今回のエンジニアリング・デザインで学んだことをどのように研究活動に応用するかに対しては、現時点では考え付いていない。研究活動を行うなかで見つけていきたい。卒業論文もグループで行うので、今回のグループ作業で学んだコミュニケーションを生かしたい。



